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れている。そのため臨床症状の改善や悪化と QOL との相関や、 QOL の各構成要素が受ける影響について、明確にす
る必要があると考えられる アトピー性皮膚炎患者は、掻摩や湿疹のために日常生活が障害され、二次的に心理面に
影響を及ぼすことから、ストレスとの関係も深く、 QOL の精神面へ及ぼす影響を重要視すべきであると思われる。
そこで今回、 SF-36 を用いてアトピー性皮膚炎患者の QOL を包括的に評価するとともに、 1 年間の治療による有効




豊中市の長野皮膚科医院を 2000 年 11 月から 2001 年 2 月にかけて受診した患者のうち、日本皮膚科学会による診
断基準に基づき、アトピー性皮膚炎と診断された 16 歳以上ものを対象とした。調査期間内に受診した対象患者うち
有効回答が得られた 281 名(有効回答率 91%) (内、男性 143 名、女性 138 名)を調査対象とした。同一の皮膚科専
門医師による重症度判定は「アトピー性皮膚炎治療ガイドライン」に基づき、軽症から最重症の 4 段階に分類された。
このうち、重症度が中等症から最重症の者に対して、 1 年後の 2001 年 11 月から 2002 年 2 月に追跡調査できた 152
名のうち、有効回答が得られた 145 名(内、男性 78 名、女性 67 名)を調査対象とした。
SF-36 (MOS 36 items short form health survey) は健康関連 QOL を測定する包括的尺度であり、 IQOLA
??氏u? ?





分析方法に関しては、 SF-36 日本語版 ver. 1.2 スコアリングプログラム(エクセル版)の使用によりスコアリング
を行ったu その後統計解析には SPSS を用い、 t 検定を行い、有意水準は p<O.05 としたu
-成績












SF-36 を用いて、アトピー性皮膚炎患者の QOLへの影響因子および経時的変化と QOL との関係を明らかにするこ








今回、国際的に認知されている包括的尺度 SF-36 を用いて、アトピー性皮膚炎患者の QOL 評価を行った結果、様々
な因子による精神的健康度への影響が大きいこと、および抑うつ状態と QOL の検討から、背景因子との関連性を明
確にしえた。
以上より、本論文はアトピー性皮膚炎患者の QOL 向上において、精神的なアプローチが重要であることを指摘し
えたなど、看護援助に役立つ極めて有意義な結果を得たことから、学位の授与に値すると考えられる。
のυ司4円。
